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(57)【要約】
　本発明はその一実施形態において緩衝パッドに関する
。緩衝パッドは、上面、下面、厚み、および幅を含んだ
緩衝領域を含んでいる。緩衝領域は、連続した上層と連
続した下層との間に配置されると共に、それらに連続接
着された緩衝材を含んでいる。溝形経路が、緩衝領域の
周囲に配置されて緩衝領域を画定しており、緩衝領域よ
りも薄い厚みを有する。溝形経路は更に前記連続上層と
前記連続下層とを含んでおり、連続上層は少なくとも部
分的に連続下層に接着されている。耐摩耗材は連続上層
を含む、及び／又は、連続上層の上に配置された追加層
であることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　緩衝パッドであって、
　上面、下面、厚み、および幅を備えた緩衝領域であって、連続した上層と連続した下層
との間に配置されると共に、これらの上層及び下層に連続接着された緩衝材を含んでいる
緩衝領域と、
　前記緩衝領域の周囲に配置されて当該緩衝領域を画定する溝形経路であって、当該溝形
経路は前記緩衝領域の厚みよりも薄い厚みを備え、当該溝形経路は前記連続した上層およ
び前記連続した下層を含んでおり、前記連続した上層は前記連続した下層に少なくとも部
分的に接着されている、溝形経路と、
　前記上層に配置されている耐摩耗層と、
を含んでなることを特徴とする緩衝パッド。
【請求項２】
　前記連続した上層は前記耐摩耗層である、請求項１に記載の緩衝パッド。
【請求項３】
　前記耐摩耗層は前記連続した上層の上に配置されている、請求項１に記載の緩衝パッド
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［関連出願の相互参照］
　本願は、本出願人により２０１１年８月１１日に出願された係属中の米国特許出願１３
／２０８２２９の一部継続特許願であり、本出願人により２０１１年９月１４日に出願さ
れた係属中の米国仮特許願６１／５３４８７１の優先権を主張する。前記各出願の主題は
、参照によりその全体がここに組み込まれるものである。
【０００２】
　［技術分野］
　本発明は、耐摩過性（耐摩耗性）(abrasion resistant)及び／又は摺動性の表面を備え
た形状適合性（密着フィット）防護パッド、そのようなパッドを含んだ物品、並びに、そ
のようなパッドの製造方法および使用方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの活動、特に運動性の活動には潜在的に衝撃による身体リスクが関与する。肘、膝
、肩、踝、臀部および他の関節は特に衝撃によるダメージを受け易く、個別の動作や運動
の範囲を限定することなくそれら部位を防護することには困難が伴う。衝撃防護具には、
重くて通気性がなく動作限定的であるか、特定の身体部位を正確に保護しないか、不十分
な保護しか与えないものが存在する。
【０００４】
　場合によっては、防護具（保護具）は耐摩過特性面、摺動特性面、またはそれら両方の
特性を備えた面を有することが望ましいであろう。
【０００５】
　特に、一定の動作範囲を必要とする身体部位および関節のための改良された衝撃吸収性
および耐摩過性（耐摩耗性）の防護パッドに対する需要が存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】（特になし）
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明はその一実施形態において緩衝パッドに関する。この緩衝パッドは、上面、下面
、厚み部分および幅部分を有した緩衝領域を含む。この緩衝領域は連続的な上層（連続上
層）と連続的な下層（連続下層）との間に配置され、それらに接着された緩衝材を含む。
緩衝領域の周囲に設けられ、緩衝領域を画定している溝形経路は、緩衝領域の厚みよりも
薄い厚みを有する（浅い）。溝形経路は連続上層と連続下層をさらに含んでおり、連続上
層は少なくとも部分的に連続下層に接着されている。耐摩過材（耐摩耗材）は、連続上層
を含む、及び／又は、連続上層の上に配置された追加層であることができる。
【０００８】
　前述および他の特徴と利点は、添付図面で図示した本発明の実施形態のさらに特化した
以下の説明によって明確になるであろう。これら図面は実際の寸法通りには図示されてお
らず、本発明の原理を説明するために必要に応じて誇張されている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、様々な緩衝領域を備えた本発明の一実施例に従う緩衝パッドの平面図で
ある。
【図２】図２は、図１の２－２線を通る緩衝パッドの概略断面図である。
【図３】図３は、図１の３－３線を通る緩衝パッドの概略断面図である。
【図４】図４は、１つ以上の緩衝領域に配置されている外殻部を含んだ本発明の別実施例
による緩衝パッドの平面図である。
【図５】図５は、図４の５－５線を通る緩衝パッドの概略断面図である。
【図６】図６は、図４の６－６線を通る緩衝パッドの概略断面図である。
【図７】図７は、事前形成された外殻部をメダリオン(medallion)（浮彫部）に配置する
方向を示す図５の緩衝パッドの一部の拡大断面図である。
【図８】図８は、メダリオン上に配置され、そこに固定具によって取り付けられる外殻部
の別実施例の拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　［実施形態の詳細な説明］
　本発明は、改善された耐摩過性表面（耐摩耗性表面）及び／又は摺動性表面を有する緩
衝パッド、それらパッドを組み込んだ着衣、並びに、そのようなパッド及び着衣を製造す
る方法に関する。この緩衝パッドは、様々な形状、サイズ、形態および厚みを備えた緩衝
領域を含む。説明を簡素化するため、本明細書においては、用語“緩衝領域”(cushionin
g region)および“メダリオン”(medallion)を互換的に使用する。以下で説明するように
、メダリオンには様々な材料が使用できる。メダリオンは様々な深さと形態の溝形経路(c
hannel)によって隔てられている。溝形経路はメダリオンの周囲を画定し、可撓“ヒンジ
（蝶番部）”として機能する。
【００１１】
　メダリオンは、メダリオンの周囲輪郭を画定する様々な深さと形態の溝形経路によって
分離されている。メダリオンの上面は様々な深さと形態の溝部を含み、メダリオンの断面
形状を部分的に画定する。場合によっては周囲フランジが緩衝パッドの周囲から離れて提
供される。
【００１２】
　メダリオン、溝形経路、溝部およびフランジの組み合わせ、およびパッドを形成する材
料は共同で機能的特徴をパッドに付与する。例えば溝形経路は、溝部よりも深く、関節周
囲等の重点領域に非制限的で自由範囲の動作を提供するような形態である。溝部は、ヒン
ジよりも浅く、可撓性を提供し、いくらかの緩衝効果及び／又は衝撃抵抗性を提供する。
しかし、溝形経路と溝部は両方とも“ヒンジ”として機能し、パッドに多彩なヒンジ機能
を提供する。
【００１３】
　本発明の緩衝パッドは衣類に組み込むことができ、折り曲げられる身体部位、特に関節
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への可動防護を含む特定の機能特性を有するように設計できる。パッドは、衣類材料が身
体に密着フィットするが伸縮性であり、身体の動きに合わせて、あるいは特定の関節形状
に合わせて形状変化し、パッドが着用者の全動作範囲において着用者の肌に常に直接接触
状態であるため、着用者を他の製品よりも良好に衝撃から保護する一体型パッドシステム
を提供するように衣類に組み込むことができる。
【００１４】
　本発明のパッドを組み込んだ衣類は着用されたときに改善された怪我の防護を提供する
。なぜなら、加圧着のごとく伸縮し、密着フィットする衣類に組み込まれると、パッドの
基部、またはパッドの基部が取り付けられる材料は、使用中にユーザの身体に直接接触し
た状態に維持できるからである。パッドの可撓性はパッドの形状をユーザの身体形状と一
致させ、パッドをユーザの身体と接触状態に維持することができる。すなわち、本発明の
パッドの可撓性がなければ、パッドは変化するユーザ身体の立体形状に形状一致すること
はできないであろう。ここで使用する用語“可撓性”とは、曲げられたり、捻られたり、
折り畳まれたり、及び／又は伸縮したりできるパッドの機能のことである。
【００１５】
　メダリオン、ヒンジ、溝部及び／又は周囲フランジの特定の形状、サイズ、形態、断面
形状および方向性（指向性）を、特定のパッドおよび衣類の材料と組み合わせることで、
衣服はユーザの自由範囲の動作を最大化させるように設計することができ、身体の特定標
的部位、特に関節を保護する。このような衣服は外見が優れ、耐久性が向上しており、安
価で、通気性があって快適であり、身体の大きな範囲の動作および標的部位の正確な保護
を提供する。
【００１６】
　連続的に接着されている多層構造体を含んだ一実施形態においては、本発明のパッドお
よびそのパッドを含んだ物品は凹凸形状であって耐久性があり、厳しい条件下では劣化す
る傾向にある他のパッド付き衣類とは異なり、産業及び／又は商業クリーニングにおいて
関与する温度、洗剤および機械的動作に対して耐性を有することができる。ヒンジ内の層
間の連続接着の存在は有利である。なぜならメダリオンがその場に“固定”され、緩衝材
がパッドからはみ出すのを最少化または防止し、あるいは流体等の材料がパッド内に浸透
することを最少化または防止するからである。従って、ヒンジはパッド、特に緩衝材を安
定化し、層剥離を発生させるような流体および他の材料のパッド内への浸透を防止する。
同様に連続的に接着された排気部の存在は、パッドの耐久性と洗濯性とを犠牲にすること
なくパッドの通気性と換気性を最大化する。
【００１７】
　［第１実施例－バリスティックナイロン外層］
　図１から図３は共同で、本発明の一実施例による緩衝パッド２００を図示する。パッド
２００は前述のように、肘関節の立体形状に合わせた形状、サイズおよび形態を有するが
、パッドは特定のデザインまたは利用形態に対して実用的または望ましい任意の形状、サ
イズおよび形態であっても構わない。パッド２００は、前面１０、背面１２および外縁／
周囲１４を含み、緩衝層１５はオプションの外層１６と内層１７の間に配置されている。
【００１８】
　パッド２００は、上面１０に配置された少なくとも１つの緩衝領域を含む。用語“緩衝
領域”および“メダリオン”は明細書を通して互換式に使用される。本実施例では、パッ
ド２００は、メダリオン１８、３０および３２を含む。メダリオンはそれぞれ、上面３４
と、パッド１００の上面１０に向かって下方に延出する側壁３６とを含む。側壁３６は上
面３４に垂直でも、上面３４に対して傾斜し、ヒンジまたは溝部の底部で点に収束しても
よい。オプションでは、１以上の溝部４２がメダリオンの上面３４に形成できる。
【００１９】
　ヒンジ３８はパッド２００内に画定され、メダリオン同士を、間隔を開けた状態で維持
し、パッドに可撓性を提供する。ヒンジ３８は隣接するメダリオンの周囲間の間隔で画定
される幅“Ｗ１”と、メダリオンの上面３４と、パッド２００の上面１０との間の間隔で
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画定される深さ“Ｄ１”と、内外層１６、１７の組み合わされた厚みで画定される厚み“
Ｔ２”とを有しており、さらに存在する場合には層間に配置される緩衝材１５を含む。
【００２０】
　パッド２００はパッドの周囲の形状に対応する周囲ヒンジ５０も含んでいる。ヒンジ３
８と同様に、周囲ヒンジ５０は、隣接メダリオンの周囲とフランジ４０の周囲との間の間
隔で画定される幅“Ｗ１”と、メダリオンの上面３４とパッド２００の上面１０との間の
間隔で画定される深さ“Ｄ１”と、内外層１６、１７の組み合わされた厚みで画定される
厚み“Ｔ２”とを含み、加えて、存在する場合には層間に配置される緩衝材１５を含む。
【００２１】
　上述したように、本発明の緩衝パッドは改善された耐摩過面及び／又は摺動面を有して
いるが、そのような面は、以下で述べる異なる構造化技術および方法によって達成できる
。
【００２２】
　実施例によっては、外層１６は緩衝パッド２００の最外面のための所望特性を備え、緩
衝パッド２００と共成型できる成型可能なポリマー材料を含むことができる。所望厚の材
料が緩衝パッド２００と共成型できるなら、外層１６は意図する利用形態に適した任意の
厚みを有することができる。外層１６の適した材料の例には、限定はしないが、アクリル
、ポリアミド（“ナイロン”）、ポリカーボネート（“ＰＣ”）、ポリエチレン（“ＰＥ
”）、ポリオキシメチレン（“ＰＯＭ”）、ポリプロピレン（“ＰＰ”）、ポリテトラフ
ルオロエチレン（“ＰＴＦＥ”）、それらの配合物が存在し、１以上の添加剤、改質剤、
充填剤、及び／又は着色剤およびそれらの組み合わせも含まれる。望むなら、異なる美観
、及び／又は機能性を発揮するため、外層は１以上の添加剤、改質剤、充填剤、及び／又
は着色剤を含むことができる。いくつかの適した材料は、良好な耐摩過性及び／又は可撓
性を備え、アライン・テクノロジー社（“アライン”）に所有される様々な米国特許にお
いて解説されているインビサリン(Invisalign)（登録商標）装具で使用されるものがある
。アラインが所有する代表的な特許には、限定はしないが、米国特許第５９７５８９３号
、第６９６４５６４号および第７６４１８２８号が含まれる。
【００２３】
　さらに大きな耐摩過（耐摩耗）性能及び／又は高強度が望まれる実施例によっては、外
層１６及び／又は内層１７は、意図する利用形態に合わせた望ましい耐摩過性（耐摩耗性
）及び／又は摺動特性を有したファブリック（布）を含むことができる。所望の厚みの材
料が緩衝パッド２００と共成型できるなら、両層１６、１７は意図する利用形態に適した
任意の厚みを含むことができる。そのような材料の例には、限定はしないが、補強タイプ
および非補強タイプのポリエステル、ナイロン、レーヨン、ポリアミド（アラミドおよび
パラアラミド等）、等々、およびそれらの組み合わせが存在する。それらの例には、コル
デュラ、ケブラ、トワロン、スペクトラ、ザイロン、それらのリップストップ織物、並び
にそれらの組み合わせが存在する。
【００２４】
　もしバリスティックファブリックが緩衝パッド２００と共成型できなければ、そのファ
ブリックは、限定はしないが、縫製、接着、等々の様々な取り付け技術を利用してメダリ
オンの外面に取り付けることができる。あるいは、緩衝パッド２００の内層１７はバリス
ティックファブリックに取り付け可能であり、パッドは使用時に反転使用でき、バリステ
ィック材料を最外層として機能するようにできる。両層１６、１７は意図する利用形態に
適した任意の厚みを含むことができる。
【００２５】
　［第２実施例－外側層に適用される硬質外殻部］
　本発明の実施例によっては、１以上の外殻部を１以上のメダリオン１８、３０、３２の
上に配置することができる。図４から図６にかけて示すように、緩衝パッド２００ａは１
以上のメダリオン１８、３０、３２に配置される外殻部１８ａ、３０ａ、３２ａを含む。
自身が取り付けられているメダリオンの外面に外殻部が形状一致することが望ましい。こ
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の実施例では、外殻部はメダリオンの上面と形状一致する。オプションでは外殻部は側壁
３６上に下方に向かって、メダリオンの上面とヒンジの上面との間の距離の一部で延出す
るフランジ２６０を含む。例えば、望むなら、フランジ２６０はメダリオンの上面からの
ヒンジの上面までの距離の約１／４から約３／４だけ延出できる。あるいは、望むなら、
フランジ２６０はメダリオンの上面からヒンジの上面までの略全距離を下方に向かって延
出することができる。実施例によってはフランジが、テーパ加工されているかベベル加工
された縁部を有することが望ましい（図７および図８）。これでフランジ縁部が、メダリ
オンの外面またはメダリオンに対して隣接関係となる他の表面（例えば、緩衝パッドの１
つを組み込んでいる緩衝スリーブに重ねて着用される衣類の内部）に“引っ掛かる”こと
が防止または低減されるであろう。
【００２６】
　外殻部は、接着、溶着、加熱封止、および固定具使用等の様々な技術によってメダリオ
ンの外層に適用できる。技術によっては、両層１６、１７の間の接合は少なくとも部分的
に化学的、熱的及び／又は機械的な接合でよい。図８で示すように、外殻部はメダリオン
を上面から下面に通過して延出する固定具によってパッドに固定できる。様々な固定具が
使用できる。例えば、リベット、ナット、ボルト、鋲、ネジ、ワッシャ、目付ボルト、釘
、ネジ型固定具、それらの組み合わせ、等々が使用できる。固定具は、限定はしないが、
プラスチック、混成物、金属およびそれらの組み合わせ等である様々な材料から形成でき
る。
【００２７】
　外殻部１８ａ、３０ａ、３２ａは、緩衝パッド２００の最外面に望まれる特性を有した
ポリマー材料から形成できる。その材料が緩衝パッド２００と共成型できることが望まし
い。しかし、様々な知られた技術を使用して別々に形成することもできる。外殻部１８ａ
、３０ａ、３２ａの適した材料は前述の実施例の場合と同じである。共成型される場合に
は、望む厚みの材料が緩衝パッド２００と共成型できるなら、外殻部１８ａ、３０ａ、３
２ａは意図される利用形態に適した任意の厚みを有することができる。
【００２８】
　別実施例では、外層１６は、ループが外面から外側に延出するように緩衝パッド２００
と共成型できる非接着ループ材料(unbonded loop material)（“ＵＢＬ”）を含むことが
できる。外殻部１８ａ、３０ａ、３２ａは、外殻部１８ａ、３０ａ、３２ａをＵＢＬの外
層１６に取り付ける（ところの）対応するフック材料を備えた内面を含むように別々に成
型できる。実施例によっては、ループは衝撃吸収材に接着できる。
【００２９】
　本発明の別実施例では、外殻部１８ａ、３０ａ、３２ａは、１以上のメダリオンの外面
の少なくとも一部に硬化性樹脂を塗布してメダリオン１８、３０、３２の上に形成できる
。未硬化樹脂を塗布する方法には、限定はしないが、ディップコーティング、スプレーコ
ーティング等が含まれる。樹脂を塗布した後に、樹脂は硬化して硬質外殻部を形成する。
１つの適した樹脂は、スコッチウェルド２２１６Ｂ／Ａエポキシ接着剤の商品名で販売さ
れるものであり、３Ｍから入手できる。外殻部１８ａ、３０ａ、３２ａは、緩衝パッド２
００と共成型される場合に、望む厚みが共成型に適しているなら、意図する利用形態に適
した任意の厚みを有することができる。もし望まれるなら、あるいは必要であるなら、外
殻部の厚みを最大化するためにオプションで樹脂の連続層を採用することができる。
【００３０】
　本発明の別実施例では、外殻部のプレフォームがメダリオン１８、３０、３２の上に配
置され、プレフォームを熔融させるために緩衝パッド２００を加熱してメダリオン１８、
３０、３２の外層に形状一致させてから接着できる。
【００３１】
　上述したように、複数のメダリオン２０は間隔が開けられ、複数の溝形経路３８によっ
て連結される。以降“溝形経路”は本明細書を通してヒンジと称される。図７で示すよう
に、ヒンジ３８は、隣接メダリオンの周囲間の間隙で画定された幅“Ｗ１”と、メダリオ
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ンの上面３４とパッド１００の上面１０との間の間隔で画定された“Ｄ１”と、内外層１
６と１７および両層間に配置された緩衝材１５の組み合わされた厚みによって確定された
厚み“Ｔ１”とを有する。ヒンジ３８の幅Ｗ１は望みに応じて、あるいは必要に応じて変
更でき、約１ミルから約１０００ミルの範囲あるいはそれ以上に変更可能である。場合に
よっては、パッドの可撓性を維持しながら、メダリオンの防護特性を最大化するために、
ヒンジの幅“Ｗ１”を可能な限り狭くすることが望ましい。そのような適用形態は、最大
防護が望まれるかヒンジが角部を包むように意図されている適用形態を含むであろう。衝
撃防護が望まれる場合に、ヒンジの幅はパッドに衝撃を与える物体の幅よりも狭く設計す
ることができる。この場合には、幅Ｗ１は約１ミルから約１０ミル、特には約３ミルから
約７ミル、さらに限定すれば、約５ミルにすることができる。
【００３２】
　防護特性がさほど重要ではない別な実施例では、ヒンジの美的特徴を最大化するために
ヒンジの幅“Ｗ１”を大幅に広くすることが望ましいことがあり、メダリオンとの色の対
比を際立たせることができる。このような場合には、幅Ｗ１はミリ単位あるいはセンチ単
位の範囲または望むならそれ以上にすることもできる。
【００３３】
　ヒンジ３８は、メダリオンの形状に応じて直線状あるいは曲線状にすることができる。
メダリオン間のヒンジの深さは同じでも異なってもよく、ヒンジに沿って変動することも
できる。この実施例のごとく曲線状のヒンジと直線状のヒンジの両方はパッド内で組み合
わせて使用でき、曲線領域と直線領域の組み合わせを含みことができる。
【００３４】
　この実施例では、ヒンジ３８の上下層１６、１７との間に配置された緩衝層１５の厚み
は製造時に最小化でき、その厚みをヒンジ３８内でゼロに近づけることができる。その結
果、ヒンジ３８の緩衝材は肉眼では見えないことがあり、あるいは非常に高感度なゲージ
を使用してのみ検出できることがある。
【００３５】
　両層１６、１７の間に残る可能性がある残留緩衝材１５は、ヒンジ３８内で両層１６、
１７の接着を補助する。使用される材料によっては両層１６、１７の接着は少なくとも部
分的に化学接合、加熱接合、及び／又は機械接合でよい。例えば、もし緩衝層として使用
される材料が樹脂であるなら、ヒンジ３８内の残留樹脂は両層１６、１７を接着させる接
着剤として機能できる。接着剤として樹脂を使用することは有利である。なぜなら、非常
に薄いヒンジ領域での別な接着剤の必要性を排除し、パッド全体で接着を安定させ、均質
に可撓性とし、パッドの耐久性を向上させるからである。
【００３６】
　あるいは、もし両層１６、１７の一方としてファブリックが使用されるなら、ヒンジの
それら層間の接着は少なくとも部分的には機械的であることも可能であり、樹脂がファブ
リックの空間部または孔部に押し込まれて、製造時に両層１６、１７の部分が接着され、
接着された層１５、１６、１７の“島”が接着された層１６、１７の島間に配置されるよ
うにできる。
【００３７】
　ヒンジ３８内の残留緩衝材１５の量を最少化または排除することで、ヒンジの可撓性は
最大化され、パッド１００全体を様々な方向に曲げたり、撓ませたり、折り畳んだり、捻
ったりすることができる。
【００３８】
　上述したように、外層１６と内層１７はオプションであるが、それらは多くの理由で望
ましいものである。特に、緩衝層１５が孔質材であるとき、及び／又は形状を容易に維持
しないような材料である場合に望ましい。
【００３９】
　例えば、上述の実施例では、外層１６と内層１７の両方が、ヒンジを含んでパッド全体
で緩衝層１５に連続的に接着される。パッドの構造によっては、外層と内層は緩衝層１５
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に接着されるか、または相互に接着され、その場合にはヒンジの材料量が最少化または排
除できる。前層を緩衝層１５に接着する大きな利点は、連続的な不断表面を緩衝層１５の
上下に提供することであり、すなわち、パッドの周囲以外で緩衝層１５を包むことである
。連続的上下層はヒンジと溝部領域を強化し、ヒンジ及び／又は溝部の破損の可能性を低
減する。このような破損は使用中のパッドの湾曲によって起きることがある。なぜなら、
ヒンジ及び／又は溝部はメダリオンよりも薄いからである。曲げたとき、少なくとも１つ
の接着された層が薄いヒンジ領域の保護のために使用できるであろう。熱可塑性ポリウレ
タンフィルムは、外層１６として使用されると、ヒンジまたは溝部の内層１７のヒビ割れ
、または破損を防止するのに特に好適である。フォーム体に接着されると内層はヒンジま
たは溝部に強度も提供する。あるいは、多くの実施形態では、内層と外層がフォーム体に
接着される。ヒンジ厚が非常に薄い場合には、特にヒンジ内にほとんど、あるいは全くフ
ィルムが存在しない場合には、接着された内層と外層の両方がパッドの構造安定性の維持
に望ましい。内層と外層には実質的に弾性である材料、例えば、ＴＰＥフィルム、スパン
デックスファブリック、等々の材料を使用することが望ましい。実施例によっては、内側
層または外側層として積層フィルムのバッキングを備えたファブリックの使用が望ましい
。ファブリックおよびポリウレタンフィルム積層物のごときフィルムの積層物である内層
は、ヒンジの耐久性を最大化するには非常に望ましい。
【００４０】
　オプションで、および２０１１年８月１１日に出願された同時係属中の米国出願１３／
２０８２２９において開示されているように、メダリオンの上面３４は平坦面、湾曲面お
よび平坦面と湾曲面の組み合わせを含んだ様々な形態で立体輪郭形状化されている。ある
いは、メダリオンの上面３４は、メダリオンの周囲に向かって放射状に、あるいはパッド
の周囲に向かって放射状に減少する厚みによって画定される表面を含むことができる。
【００４１】
　本発明のパッドは、米国特許第７８２７７０４号、米国特許公開２００８／００３４６
１４および２００９／０２５５６２５で開示されている技術によって製造できる。実施例
によっては本発明のパッドの成型モールドは、ヒンジ３８、５０、６０内のフォーム体を
最小化あるいは排除するのに十分な条件下で層１５、１６、１７を共に圧縮させ、化学的
、熱的、及び／又は機械的接着その他の手段によってそれらの層を接着させるように設計
されている。
【００４２】
　上述したように、本発明の別な実施例では、身体の特定部位を保護するために上述のパ
ッドを衣類、特に加圧衣類に組み込む方法が提供される。前述のパッドが着用者に密着し
てフィットする加圧スリーブまたは衣類に組み込まれるときは、ヒンジ型、及び／又は溝
状多層パッド構造物がスパンデックスファブリックあるいはその他の伸縮材料に縫い込ま
れ、接着され、あるいは別方法で取り付けられ、ヒンジ型パッドが保護対象の身体部位と
接触してフィットする形態で保持される。パッドは衣類の内側または外側に縫い付けられ
る。パッドにスリーブの全周囲の一部だけをカバーさせ、着用者にフィットするようにス
リーブが大きく伸縮できるようにすることが望ましいであろう。独特な形態のヒンジ式防
護パッドと加圧衣類との一体化は、衣類全体を変えることなく、強力な衝撃吸収パッドを
特定身体部位に追加的に提供するという単純な方法の創出によって特定の相乗効果を発揮
する。
【００４３】
　加圧スリーブと一体化されると、パッドは保護すべき関節と連続的に密着接触できる。
このことは、膝、肘、肩および踝等の折り曲げ可能な関節を保護する際に望ましいであろ
う。なぜなら、適正に設計されているヒンジは防護スリーブを適正な位置と方向性で自然
に保持するからである。ヒンジが適正に設計されていれば、防護加圧スリーブは腕と一体
的に動き、従来のパッドよりも大幅に広い範囲の移動を可能にする。
【００４４】
　また、関節および皮膚と密着接触する防護スリーブでは、外部物体からの衝撃後に皮膚
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または関節に衝撃を加えるようなパッドによって引き起こされる追加の衝撃は存在しない
。硬直性パッドは特定の身体部位や関節と連続的には接触できない。なぜなら、そのよう
なパッドは曲げることができず、密着フィットしないからである。密着フィットしなけれ
ば、パッドは着用者に怪我を負わせる衝撃の一部となり得る。スリーブ形態のパッドは動
作中の関節をさらに良好に保護できる。なぜなら、パッドは広い範囲で包むことができ、
場合によっては、関節全体を包むことで３６０°の保護を提供することができるからであ
る。一般的には、スリーブを伸縮させて腕に密着させるよう、加圧スリーブの一部を無追
加パッド層の状態にしておくことが望ましい。
【００４５】
　衣類は、皮膚層から湿気を除去するようにデザインされた湿気排出ファブリックでも製
造できる。
【００４６】
　本発明のパッドは、防御性能を大きく犠牲にすることなく空気及び／又は湿気の移動性
を増強するように設計することもできる。このようなことは他の防護パッドではオプショ
ンではない。内層としてのスペーサファブリックまたは排出ファブリックの使用、または
内層としてのＴＰＥフィルム層と組み合わせて使用すると、着用快適性が向上し、ヒンジ
を通過する湿気の排出能力が高まる。また、高湿蒸気透過（“ＭＶＴ”）フィルム層の使
用は、さらに着用快適性を高める。このようなフィルムは化学吸収／排出によって機能す
ることができる。このようなフィルムの例には、商品名シンパテックス、即ちオムニフレ
ックス社のＴＸ１５４０から得られるものが存在する。ゴアテックスまたはポレレ（ポル
ベア社）のような微孔質高ＭＶＴフィルムその他の類似フィルムも使用できる。
【００４７】
　上述の実施例の一部あるいは全部において、緩衝層１５は、成型加工等で所定の形状に
形成される十分な構造安定性を有しており、大きな劣化がなく、意図される使用環境に対
して耐久性がある任意の材料または組み合わせ材料で成る１以上の層を含むことができる
。
【００４８】
　緩衝、衝撃抵抗、磨耗抵抗、等々のごとき特定利用形態のためにパッドを専用化するの
に使用できる所定の材料特性を備えた物品及び／又は物品領域を提供するために、材料タ
イプや材料組成が選択可能である。適した材料の例には、ポリマー材料、複合材料、等々
が存在する。適したポリマー材料の例には、限定はしないが、熱硬化性ポリマー材料、エ
ラストマー材料、熱可塑性材料があり、熱可塑性エラストマー材料や、それらを少なくと
も１種類含んだ組み合わせが存在する。いくらかの可能なポリマー材料には、限定はしな
いが、ポリウレタン、シリコン、及び／又はそれらの類似物が存在し、それら材料の少な
くとも１種類を含んだ組み合わせも存在する。
【００４９】
　場合によっては、軟質で曲げ易く、身体と接触状態で使用されると快適な着用感を提供
するようにパッドに緩衝特性を付与することが望ましい。このような場合には、ポリマー
ゲル系物質が緩衝層１５には適していることが発見されている。適したポリマーゲルの一
例は、約０．０１ショア硬さ００から約７０ショア硬さＡまで、特には７０ショア硬さ０
０未満、さらに特には６０ショア硬さ００未満の硬度(durometer)を有するポリエチレン
ゲルである。この材料は、約３０ショア硬さ０００から約８８ショア硬さＤまでの硬度(d
urometer)を有することができる。ポリマーの硬度(durometer)は、デュロメータまたはペ
ネトロメータのごとき計器を使用することで通常レベルの技術者によって測定可能である
。ゲルの形成は従来の様々な方法によって実施できる。例えば、ポリウレタンゲルの形成
は、適したプレポリマー前駆物質材料の反応、例えば、触媒存在下でのポリオールとイソ
シアネートの反応によって行うことができる。
【００５０】
　場合によってはパッドが軽量であることが望ましく、このような場合には、緩衝材１５
は低密度フォーム材のごときフォーム材を含むことができる。適した低密度フォーム材の
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例には、ポリエステルおよびポリエーテルポリウレタンフォームが存在する。
【００５１】
　場合によってはパッドが衝撃抵抗性を提供できることが望まれる。このような場合には
様々なタイプの衝撃吸収材が緩衝材、特にエネルギー吸収フォームに適していることが発
見されている。そのような利用例では、そのようなフォームが約５から３５ポンド／立方
フィート（ｐｃｆ）、特には約１０から約３０ｐｃｆ、さらに特には１５から約２５ｐｃ
ｆの密度を有することが望ましい。適したレート依存フォームは、ロジャーズコーポレー
ションから商品名ＰＯＲＯＮおよびＰＯＲＯＮ　ＸＲＤで入手できる。これらは開放気泡
の微小孔ポリウレタンフォームである。
【００５２】
　場合によってはパッドが異なる機能特徴の組み合わせを有することが望ましい。例えば
、場合によってはパッド、または緩衝パッド上の選択されたメダリオンが衝撃抵抗性を提
供することができ、パッドが柔軟で曲げ易く、身体と接触状態で使用される場合等に快適
な着用感を提供できることが望ましい。そのような場合、緩衝層は２以上の異なる材料を
含むことができる。例えば、パッドは緩衝層が外層１６に隣接したレート依存フォーム層
と、内層に隣接した低硬度ポリマーゲル層とを含むように形成できる。
【００５３】
　上述の全ての実施例では、オプションの外層１６は、力が作用したときに破れる及び／
又は延伸するのを防止するに十分な弾性と、所定形状に形成される十分な構造安定性とを
備え、大きな劣化を伴うことなく意図される使用環境（例：捻り、折り曲げ、湾曲、引き
伸ばし、等々の反復的変形）において耐久性がある任意の材料を含むことができる。外層
１６はまた、場合によっては接着特性を有する層１５の取り扱いを可能にするように選択
できる。従って、外層１６は、比較的に非粘着性であり、成型加工後に人間の感触に対し
て滑らかな表面を提供するように選択できる。
【００５４】
　外層１６は任意の厚みを有することができ、その厚みは利用形態に合わせて変動できる
。特定の利用形態のために望む厚みは、通常技術者が経験に照らして決定できる。外層１
６は約０．２ミリインチ（以降“ミル”）から約６０ミル、特には約０．５ミルから約３
０ミル、さらに特には約１．０ミルから約１５ミルの厚みを有することができる。
【００５５】
　製品の手触りが重要である場合には、外層の厚みを最小限にすることが好適である。従
って、そのような製品では、耐久性を犠牲にすることなく、可能な限り薄い外層を使用す
ることが望ましい。例えば、比較的に薄い外層１６が望ましい場合、外層は約０．２ミル
から約６ミル、特に約０．５ミルから約３ミル、さらに特には約０．６ミルから約２ミル
の厚みの範囲でよい。
【００５６】
　場合によっては厚めの外層１６を使用することが望ましい。これで薄い外層と比して増
強された耐久性が提供される。例えば、本発明の材料が振動減衰形態で使用されるなら、
外層１６の厚みは約５０ミルから約６０ミルが望ましいであろう。あるいは、緩衝層が粘
着性であるなら厚目の層が望ましいであろう。なぜなら、外層１６が裂けると粘着材料が
露出することがあり、製品が取り扱いにくくなるからである。
【００５７】
　本発明の製品が熱成形プロセスで成形されたとき、約１／８インチまでの厚みを有した
外層を使用することが望ましい。場合によっては、所望に応じて、または必要に応じて、
さらに厚い外層を使用することが望ましい。熱成形プロセス中に熱及び／又は真空を適用
することにより、６ミル以上もの厚みを有した外層のために非常に柔軟な可撓性を維持す
ることが可能であることが発見されている。
【００５８】
　外層１６は成型プロセス時に材料のシートに提供できる。シートの形態では、特に外層
が比較的に薄い場合には、シート材料は非常に撓性が高く、取り扱い中に皺が形成され、
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及び／又は折り畳みが非常に容易になるであろう。従って、外層１６は支持層（図示せず
）も含むことができ、材料の扱いを補助する。あるいは、外層は従来の様々な技術を活用
して成型時または成型後に材料のコーティングとして利用できる。
【００５９】
　外層１６のための適した材料には、プラスチック、ゴム等のエラストマー材料、熱可塑
性エラストマー（“ＴＰＥ”）等々、および、それらの少なくとも１つを含んだ組み合わ
せが存在する。外層に利用できるプラスチックの例には、限定はしないが、エチレンビニ
ルアセテート（“ＥＶＡ”）、ナイロン、ポリエステル、ポリエチレン、ポリオレフィン
、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル（“ＰＶＣ”）、ポリスチレン、ポリテトラフルオロエ
チレン（“ＰＴＦＥ”）、ラテックスゴム、シリコン、ビニルおよびそれらの組み合わせ
がある。
【００６０】
　外層１６のための他の可能な材料には、様々な他の合成及び／又は非合成材料が存在し
、限定はしないが、例えば、紙、布、スペーサファブリック、金属、金属メッキプラスチ
ック、プラスチックフィルム、金属フォイル、等々があり、さらに複合物及び／又は少な
くとも１つの上記材料の組み合わせが含まれる。他の耐久性がある材料が外層に使用でき
る。例えば、編物、織物、および不織物、皮革、ビニル、または他の適した材料がある。
外層１６としてのファブリック層の使用は有利である。なぜなら、層内または層間に形成
されるであろう空気泡を封じ込めて分散でき、最終成形製品のための良好な外見を提供す
るからである。外層としてのスペーサファブリックの使用は、空気流を最大化させること
ができる。
【００６１】
　外層のために幾分か弾性である材料を使用することが望ましいであろう。従って、スパ
ンデックスファブリックのごとき伸縮性のファブリックが望ましい。外層として伸縮ファ
ブリックを使用すると、ヒンジや溝部の可撓性が改善され、外層が立体輪郭形状に形成さ
れるため望ましい。場合によっては、さらに限定された伸縮性の材料の加熱または他の方
法による成形あるいは予延伸が成型プロセスを改善できる。
【００６２】
　外層１６がファブリック層を含むとき、ファブリックはニット布、織布、不織布、合成
布、非合成布、およびその少なくとも１種を含んだ組み合わせでよく、ファブリック層は
、例えば、ＴＰＥフィルムに積層することができる。パッドの利用形態が伸縮を必要とす
るなら、伸張性を備えた外層の使用が望ましく、外層が積層体であるなら、積層体の各層
が伸縮性であることが望ましい。
【００６３】
　上述したように、外層のために上述のＴＰＥ材料のごとき幾分かは弾性である材料を使
用することが望ましいであろう。このようなＴＰＥ材料は、比較的に薄いフィルムとして
入手できる点においても望ましい。成型の方法が活用でき、意図される利用形態に適して
いる限り、いかなるフィルム厚であっても利用できるが、約１ミルから約１０ミルのフィ
ルム厚が望ましい。さらに厚いフィルムはさらに耐久性があるものの、さらに薄いフィル
ムは安価であり、柔らかい感触を与えるであろう。後述するごとく、さらに深い形状を熱
成形する際のように、厚いフィルムを選択する他の理由が存在する。１ミル未満または１
０ミルを超えるフィルムをそのような適用形態で使用できるが、厚いフィルムを使用する
ことが望ましいであろう。外層としてファブリックではなくフィルムを使用すると、製品
の洗浄が容易になり、損傷や汚れから緩衝材を保護しやすい。フィルムは約１００％から
約１５００％、特には約２００％から約１０００％、さらに特には約３００％から約７０
０％の伸縮性を有することができる。
【００６４】
　いくらかの利用可能なＴＰＥ材料には、スチレンブロック共重合体、ポリオレフィンブ
レンド、エラストマー合金、熱可塑性ポリウレタン、熱可塑性コポリエステル、熱可塑性
ポリアミド、およびそれらの組み合わせが存在する。商業的に入手できるエラストマー合
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金の例には、メルト加工性ゴムおよび熱可塑性加硫ゴムが存在する。適したＴＰＥには、
熱可塑性ポリウレタン（“ＴＰＵ”）が存在する。ＴＰＵフィルムは、耐久性、弾性、柔
軟性および可撓性が組み合わせ可能であり、望ましい。１つの適したフィルムには、ポリ
エステルポリウレタンフィルムであり、ディアフィールドウレタン社（バイエルマテリア
ルサイエンスカンパニ系列）の商品名デュレフレックスＰＳ５４００が存在する。ポリエ
ーテルＴＰＵフィルムではなく、ポリエステルＴＰＵフィルムを使用することが望ましい
であろう。なぜなら、ポリエステルＴＰＵフィルムはポリエーテルＴＰＵフィルムに較べ
て改善された耐摩過性を有し、さらに、運動服や商業クリーニングのごとき高湿気条件下
で予想を超えて良好な性能を発揮するからである。
【００６５】
　さらに、両方の材料の使用によって広範囲の移動性および改善された保護を提供するよ
う、パッドと衣類は、パッドの異なる部位にファブリックとフィルムの両方を備えて製造
できる。外層がファブリックとフィルムの複合物であり、撓んでいるときにフィルムがヒ
ンジの保護を助け、緩衝材のための保護バリアとしても機能することが望ましい。
【００６６】
　前述の実施例の一部または全部において、内層１７は外層１６と同じ材料とすることが
できる。内層１７がファブリック層を含むとき、ファブリックはニット布、織布、不織布
、合成布、非合成布、およびそれらの少なくとも１種の組み合わせでよく、ファブリック
層は、例えばＴＰＥフィルムに積層できる。パッドの利用形態が伸縮性を必要とすれば、
伸縮性を有した内層の使用が望ましく、内層が積層体であるときには、積層体内の各層が
伸縮性であることが望ましい。内層１７としてのファブリック層の使用は有利であろう。
なぜなら、潜在的に層内または層間に形成される空気泡を封じ込め、分散させることがで
き、最終成型製品の外見を向上させるからである。
【００６７】
　内層、外層及び／又は緩衝層のうちの１以上での活性剤の使用が望ましいであろう。例
えば、銀ベースまたは銅ベースの活性剤の追加は材料に抗菌特性または抗真菌特性を付与
することができる。抗菌剤または抗真菌剤として銀ベースまたは銅ベースの活性剤の追加
のごとき内層または外層内あるいはフォーム自体に活性剤を使用することは望ましいであ
ろう。
【００６８】
　内外層１６、１７の一方または両方は、色彩、図形及び／又は文章を含む表示を有する
ことができる。それらの層に配置される色彩、図形及び／又は表示は、層が無色及び／又
は透明材料で成形されると、他の層を通過して伝達されることができる。このことは美的
観点および費用の観点から望ましいであろう。さらに、望むなら、内外層１６、１７の一
方または両方を流体浸透性とすることができる。この“流体浸透性”とは、層を成形する
材料が流体材料の通過あるいは進入に対して開いていることを意味する。
【００６９】
　パッドデザインのための望まれる特性を達成するため、パッド、メダリオン、メダリオ
ン立体輪郭、ヒンジ、溝部およびフランジのサイズ、形状、形態、方向性および立体寸法
は自由に決定できる。それら全ての特徴は、単独であろうと組み合わせであろうと、動作
中のユーザの身体に形状一致するよう内側または外側へのパッドの可撓性を提供するよう
に設計されている。しかし、それぞれの実施例および本発明のパッドでは、前記の測定値
の全ては、パッドの望む特性やデザインに応じて設定ができる。例えば、パッドは、限定
はしないが、緩衝性、通気性、換気性、振動減衰、及び／又は衝撃吸収、等々のごとき多
様な特徴を提供するようにデザインされる。パッドの特徴は、メダリオンの緩衝層１５の
厚み、及び／又は材料タイプを変更し、換気部のサイズ、形状、数および位置を変更し、
メダリオン間の間隙（すなわちヒンジ幅）を変更し、及び／又はメダリオンの立体輪郭形
状を変更する等々によって変えられる。例えば、緩衝層１５にゲルを使用することで、パ
ッドに緩衝特性と振動減衰特性が提供され、フォームの使用はパッドの重量を減少させ、
レート依存フォームまたは衝撃吸収フォームの使用はパッドの衝撃吸収性を増加させる。
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一般的に、メダリオン緩衝層１５の厚みの増加は前述の特徴を増強し、緩衝層１５のため
に組み合わせ材料を使用すると、いくつかの特徴の組み合わせが得られる。
【００７０】
　前述の実施例および本発明のパッドでは、ヒンジは、可撓性が望まれるか必要とされる
標的領域でパッドに可撓性を提供するようにデザインされている。湾曲した平行及び／又
は交差するヒンジの使用は、パッドの可撓性を、動作時の関節保護のごとき特殊機能のた
めに変更させる。ヒンジの幅、深さ、方向性および位置は、限定はしないが、パッドのた
めの可撓性の望まれる量および位置を含んだ幾つかの要因によって変更が可能である。
【００７１】
　ヒンジの可撓性は、ヒンジ領域の材料の厚みを変えることで変更が可能である。例えば
、ヒンジの材料の厚みを減少させると、パッドの可撓性が増加し、ヒンジ領域の材料の厚
みを増加させると可撓性は減少する。内外層１６、１７の片方または両方を含んだ実施例
によっては、ヒンジ領域の材料の量を最少化または排除するため、ヒンジの緩衝層１５を
“絞る”ことが可能である。このような実施形態では、緩衝層１５の厚みがヒンジでゼロ
に近づくと、またはパッドがヒンジ３８に緩衝層１５を有しないで成形されたときに最大
の可撓性が達成できる。例えば、約４ミルの厚みの内外層１６、１７を使用すると８ミル
に近いヒンジ厚が達成され、あるいは成型工程時にヒンジ領域から可能な限り多量の緩衝
材１５を取り除くことで内外層１６、１７の組み合わされた厚みに近づく。
【００７２】
　従って、メダリオンの厚みの約２０％未満、特にメダリオンの厚みの約１０％未満、さ
らに特にはメダリオンの厚みの約５％未満のヒンジ深さを使用して、比較的に高いレベル
の保護が達成できる。好適な部品は０．０２０インチ、０．０４０インチおよび０．０８
０インチまでのヒンジ深さで製造されている。
【００７３】
　パッドが、前層、後層、または両層を備えて成型されると、ヒンジ厚が層１５以外の層
の組み合わされた厚みに略相当するとき、あるいは緩衝層１５の厚みがゼロに近づいたと
きに最大のパッド可撓性が達成できる。
【００７４】
　深いヒンジは幾らかのフォーム厚を含むこともできるが、それでも大きな動作能を提供
する。以下で説明するように、本発明のパッドの１つの特徴は、フォームが内層と外層の
いずれか一方または両方に接着されている限り、外層及び／又は内層が、反復的に曲げら
れる際に緩衝層を相対的に薄いヒンジ領域で破損から防護し、フォーム厚がフォームの曲
げ強度によって限定されないようにすることである。
【００７５】
　上記の実施例のそれぞれ、および本発明のパッドにおいては、ヒンジの幅、またはメダ
リオン間の間隙は、メダリオンの防護特性を維持しつつ、可能な限りパッドを曲げさせる
ようにデザインされる。よって、メダリオン間の間隙は、メダリオン間の間隙を最小にし
つつ、可撓性であるヒンジを有するのに必要とされる量によって決定できる。従って、比
較的に高いレベルの保護が、メダリオンの厚みの約２０％未満、特には約１０％未満、さ
らに特には約５％未満のヒンジ幅を使用して達成できる。上述したように、傾斜した、ま
たは鋸歯形状のヒンジ及び／又は溝部（図示せず）も露出した無保護表面の量を減少させ
ることができる。
【００７６】
　前記の実施例の一部または全部において、パッドは、フォームがパッド全体に均等密度
を有するように成形できる。特に、場合によっては、成型時または形成時に溝部またはヒ
ンジ内にフォームを圧縮させないことが望ましいであろう。なぜなら圧縮はフォームの密
度を増加させ、そのことは、動作範囲を減少させると共に、フォームを排除することで非
均等なパッド効果レベルを提供する傾向をもたらすからである。立体輪郭形状が与えられ
たメダリオンおよびフォーム厚の変動は美的に優れた外観をパッドに提供するだけでなく
、保護が必要なところに最大の保護を提供し、保護がさほど必要でないところには少ない
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保護を提供する。均等なフォーム密度および必要とされるところで変動する厚みを活用す
ることで、パッドの重量は低減され、動作範囲は増大する。フォーム領域および圧縮領域
を形成するように熱成形または圧縮することは、それら領域で密度を増加させ、重量を増
し、不均等な保護を提供し、動作範囲を縮小させる。
【００７７】
　内フィルム層と外フィルム層を有したパッド構造物は製造業者にパッドの区画部間の間
隙を小さくさせる。なぜなら、パッドを配置して設置するのにファブリックを使用する必
要がないからである。さらに製造業者に最も適した方法で溝部とヒンジを、角度を付けた
状態で形状化させ、活動時に伸縮して密着し安定した状態で着用者を覆うようにして十分
な保護を提供する。
【００７８】
　収容ポケットに収容されたパッド、ファブリックまたは可撓性フィルムではなく、露出
した防護フォームパッドを使用すると、膝装具、踝サポート、背中サポート、等々のごと
きサポート装具または矯正装具を着用する個人のために保護が提供される。よって、パッ
ドは物理的サポート体に取り付けられるか接着され、小さな装具により適応性がある移動
アスリートを自身および他のアスリートから保護する。同様に、本発明のパッドのデザイ
ンは通常に移動するアスリートによって着用される装具にカスタマイズ化および接着する
ことが可能である。これで装具の着用者だけではなく、矯正装具と衝突する他のアスリー
トへの防護も提供される。このような装具の一例は、プロフットボールで使用される膝装
具のパッドである。
【００７９】
　本発明のパッドは、若者、成人およびプロサッカー選手が着用する脛ガードにも使用で
きる。形状密着衣類との組み合わせによる衝撃吸収フォームパッディングの特性は、ユニ
ークで高度に正確な標的身体部位の保護を提供する。従って、本発明の一実施例は、サッ
カー選手用の可撓形状密着通気性の脛および踝（くるぶし）ガードである。このような脛
および踝ガードは、フォームの密着フィットによって、サッカー選手にさらなる保護と、
吸収材料による向上した快適性と、構造的に使用される通気部および孔部と、例えば、ス
トラップまたはユーザの靴下の摩擦によってその場に保持される非通気性の硬質プラスチ
ックパッドよりも優れた耐久性とを備えた製品を提供する。
【００８０】
　上述のフォームパッドおよび他の層は、保護性能の大きな劣化を招くことなく材料全面
または溝部あるいはヒンジ領域内で多孔質とすることができる。実施例によってはパッド
の全層が連続的に接着されているという事実は、予め確立された通路で水蒸気をさらに容
易に通過させる。湿気がファブリック層に吸収されたら、表面は接着されているため湿気
はパッドを通して排出できる。このことは他のパッドとの重要な相違である。他のパッド
は自由浮遊する１以上の層を有しており、着用者を不快にさせる。
【００８１】
　メダリオンの緩衝層１５に接着された連続内層と外層、ヒンジおよび溝部を含んだパッ
ドは、自由動作範囲と耐久性を備えたパッドを提供する。なぜなら、それによって劣化な
く身体の特定部位に合わせてパッドを曲げさせ、ヒンジ作用させるからである。パッドが
連続内面、外面または両方を有する事実によって、ヒンジの方向性と位置が維持され、間
隙が維持される。本発明のパッドは、別々の片体となるようにフォームが切断され、刻み
目が付けられ、または分割成型されてヒンジが形成され、パッド間の延伸過多を招き、ユ
ーザに怪我をさせるようなパッドおよび衣類とは対照的である。本発明の保護パッドはパ
ッドの方向性を固定している。この特徴は、大きく動ける関節領域が保護されておらず、
一般的なシャツおよびズボンのパッドが提供される利用形態のためにはさほど好適ではな
いかも知れない。
【００８２】
　加圧または密着フィット衣類へのパッドの取り込みは、関節を含む身体の特定部位の保
護を提供する。この保護は外部衝撃に対するだけのものではない。このような本発明のパ
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ッドを備えた加圧または密着フィット衣類の使用は、衝撃前にパッドを着用者の皮膚から
分離せずに維持させる。分離していると身体に二次的衝撃が加わる。
【００８３】
　特定実施例において外面（ファブリックまたはフィルム）が（実施例によっては）衣類
またはスリーブの実際の外面であるという事実は重要な差異である。非接着ファブリック
または外側で縫合され、パッドをカバーしている他のカバーを有したパッドは、衝撃時に
パッド全体で外層の滑りを許容する。このことは衝撃防護の正確度に影響を及ぼす。この
衣類を着用すると、着用者は密着フィット衣類の外側にパッドを有し、特定身体部位また
は関節のさらに正確な保護を得ることができる。衣類またはスリーブの外層として本発明
のパッドの露出した外側層を有すると（図１２および図１３参照）、改善された湿気また
は空気流調節が行われる。これは、緩いカバーの形態を備えたカットフォーム片のものに
勝る。正確な換気部と空気溝形経路は熱および湿気の蓄積を最少化する。さらに、露出さ
れたパッドの外面を備えた実施例は、パッドの内面が略平坦でもよいため、密着フィット
衣類の内側をユーザの皮膚と同面にする。弾性ファブリックの外側に取り付けられると、
ユーザは皮膚に面して弾性ファブリックまたは他の材料の連続層を有することができる。
これで、パッドは密着して皮膚表面に接し、皮膚に対する摩擦や不快感を引き起こすこと
が少ない無縫い目の内面を有することができる。
【００８４】
　ここで使用する“第１”、“第２”、等の用語は順序や重要性を表すものではなく、要
素を相互に区別する目的で使用されている。同様に、“底部”および“上部”なる用語は
特に言及しない限り説明の目的のみに使用されている。両を表す際に使用されている“約
”なる用語は記載された値を含み、明細書で説明されている真意を含むものである（例：
特定量の測定値に関連する誤差を含む）。
【００８５】
　本明細書では化合物は標準的な専門用語で説明されている。例えば、言及された基によ
って置換されていない位置は、その原子価を示されているように結合により満たされてい
るか、水素原子で満たされている。２つの文字または２つの化学記号間ではない“－”は
置換基の取り付け点を示すのに使用されている。例えば、－ＣＨＯはカルボニル基の炭素
を介して取り付けられている。特に定義されていない限り、全百分率は重量％である。さ
らに、全て範囲は包含的であり、組み合わせ可能である（例：“約２５重量％まで、好適
には約５重量％から約２０重量％、さらに好適には約１０重量％から約１５重量％”とは
両端部の値と全ての内部の値を含む。例えば、“約５重量％から約２５重量％、約５重量
％から約１５重量％”、等々）。“±１０％”とは、表示された測定値が、記載された測
定値の－１０％から＋１０％の値の範囲であることを示す。
【００８６】
　最後に、特に定義がない限り、ここで使用される技術用語と科学用語は通常の専門的な
意味を有している。
【００８７】
　本発明は実施例を利用して説明されているが、専門家であれば、本発明のスコープ（範
囲）を逸脱せずに様々な変更が可能であり、均等物での置換が可能であることは理解しよ
う。さらに、多数の修正を、特定の状況または材料を本発明の教示に適用できるように行
うことができる。従って、本発明はここで開示される実施例には限定されず、本発明は「
特許請求の範囲」に含まれる全ての実施態様を含むものである。
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